
                                 

     

 

領域ごとの全国との比較 

＜正答率の高い問い＞  

言語に関する事項 

◎２一 意見文の下書きの一部について，文末の表現を直す意図

として適切なものを選択する。正答率 本校 74.4％  

◎２二 漢字を書く  

① 除（く） 正答率 本校 85.6％  

② 喜（んで）正答率 本校 84.4% 

◎３二 「途方に暮れた」の意味として適切なものを選択する 

正答率 本校 88.9% 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0

問

1

問

2

問

3

問

4

問

5

問

6

問

7

問

8

問

9

問

10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

中央中 北海道（公立） 全国（公立）

50

70

90

110

言葉の特徴

や使い方に

関する事項

情報の扱い

方の関する

事項

我が国の言

語文化に関

する事項

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと

令和４年度 江別市立中央中学校 学校だより 第８号          令和４年１０月 ６日発行   （１） 

＜課題となる問い＞ 

自分の考えが伝わる文章になるように根

拠を明確にして書く 

●２三 農林水産省のウェブページにある資料

の一部から必要な情報を引用し，意見文

の下書きにスマート農業の効果を書き

加える。 
正答率 本校 51.1％ 

教育目標（私たちの目標） 「ふるさとの大地で 知性を磨き 心を耕し 体を鍛えよう」 

国 語  全国の平均正答率と比較して同様の結果でした。 

横軸は全14問中の正答

数，縦軸は人数の割合 

全国の正答率を

100%として比較
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本校の課題

横軸は全 14 問中の正答数，

縦軸は人数の割合 

令和４年度 江別市立中央中学校 学校だより 第８号           令和 ４年１０月 ６日発行 （2） 

数 学  全国の平均正答率と比較して低い結果でした。 

全国の正答率を

100%として比較

 

教育活動（私たちの活動） 「ひびきあう心  共学  共感  共働」 

「数と式」 

本校の課題 

＜課題となる問い＞ 

１「数と式」 42 を素因数分解する。 自然数を素数の積で表すことができる。  正答率 本校 25.7% 

６「関数」 （次ページに問題あり） 

(2) 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして事柄が成り立つ理由を説明することができる。 

(3) 結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし，説明することができる。 

課
題
と
な
る
問
い 

一 

小
林
さ
ん
は
、
【
意
見
下
書
き
】
の
～
線
部
の
文
末
を
「
自
動
化
し
た
そ

う
だ
」
に
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
意
図
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

１ 

祖
父
母
が
否
定
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
。 

２ 

祖
父
母
の
話
か
ら
推
測
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し

た
。 

３ 

祖
父
母
が
希
望
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
。 

４ 

祖
父
母
か
ら
聞
い
た
内
容
で
あ
る
こ
と 

明
確
に
し
よ
う
と
し
た
。 

正
答 

４ 

全
国
を
上
回
っ
て
お
り
、
正
答
率
が
高
い
問
い 

二 

―
線
部
①
と
―
線
部
②
の
ひ
ら
が
な
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い

に
書
き
な
さ
い
。 

① 

除
（
く
） 

 

② 

喜
（
ん
で
） 

正
答
率
が
低
い
問
い 

三 

小
林
さ
ん
は
、
上
野
さ
ん
と
中
村
さ
ん
か
ら
の
【
コ
メ
ン

ト
の
一
部
】
を
踏
ま
え
て
、▯

で
囲
ま
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
効
果
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら

ど
の
よ
う
に
書
き
ま
す
か
。
次
の
条
件
①
と
条
件
②
に
し
た

が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

条
件
① 

【
農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
資
料
の
一

部
】
か
ら
必
要
な
情
報
を
引
用
し
て
書
く
こ
と
。
引

用
す
る
部
分
は
か
ぎ
か
っ
こ
「 

」
で
く
く
る
こ
と
。 

条
件
② 

「
例
え
ば
、」
に
続
け
て
書
く
こ
と
。 

 
 

農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
資
料
に

は
、
作
業
の
自
動
化
以
外
に
「
情
報
共
有
の
簡
易
化
」

と
「
デ
ー
タ
の
活
用
」
が
示
さ
れ
て
い
る
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横軸は全 21 問中の正答数，

縦軸は人数の割合 

18+18= 36 正答率 本校 74.3% 

4(n+1) 
ｎ+1 は整数だから 4(n+1)は 4 の倍数で
ある。したがって、差が 4 である 2 つの
偶数の和は 4 の倍数になる。 

差が 4 の倍数である 2 つの偶数の和は 4 の倍数に
なる。 

正答率 本校 34.6% 

正答率 本校 34.6% 

＜課題となる問い＞ 全国的に正答率の低い設問であり、復習が必要と捉えています。 

５ (1) 力の働きに関する知識及び技能を活用して，物体に働く重力とつり合う力を矢印で表し，その力を説明できるかど

うかをみる。（次ページに問題あり） 全国でも最も正答率の低かった設問 

６  (3) 地層の広がり方について，時間的・空間的な見方を働かせながら，ルートマップと露頭のスケッチを関連付け，地

層の傾きを分析して解釈できるかどうかをみる。 正答率 本校 28.3% 

 

令和４年度重点「心豊かで確かな学びと気づき」を積み上げる生徒たちと教職員～気づき・考え・工夫する～ 



                                 

                                 

                                 

正答率の高い問い 

本校では、全国学力・学習状況調査や、標準学力検査の結果、7 月に実施した教職員の中間反省、生徒アンケートをもと

に、「学校改善プラン」を策定し、生徒の学習や生活、授業の改善に向け、組織的・計画的に取組を進めます。本校生徒は、

部活動や放課後活動に熱心に取り組み、学習の基礎・基本についてはおおむね定着している生徒が多いものの、学習意欲に

課題が見られる生徒も少なくない状況にあります。 

学校としては、 

①「生活習慣・学習規律」を指導するとともに、数学・英語の TT 指導、習熟度別少人数指導、反復などの授業の工夫改

善、放課後学習による「基礎・基本の確実な習得」に努めます。 

②個別最適な学びを実現するよう習熟に応じたプリント学習を進めるため、各学年フロアに学習コーナーを設置します。

家庭学習に活用できるプリントを棚に置き、自由に持ち帰りすることができるようにするとともに、パソコンとプリン

タも常設し、自ら必要な教材をダウンロードして持ち帰ることも可能にします。積極的な活用を生徒に促します。 

③基礎・基本を基盤として、「思考力・判断力・表現力」を伸ばす「主体的・対話的で深い学び」「活用型」の授業づくり

に努めるとともに、「キャリア教育」の充実により「学ぶ意欲」を高めます。 

部活動や放課後活動に熱心に取り組んでいる本校生徒ですが、「文武両道」をめざし、引き続き、各種取組を推進させて参

りますので、ご家庭でのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

令和４年度 江別市立中央中学校 学校だより 第８号        令和４年１０月 ６日発行   （4） 

中央中学校の取組 

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。（学校の授業の予習や復習を含みます。） 

「早寝早起き朝ごはん」・「友だちとの 21 時以降のメール等のやりとりはしない」・「学習時間の確保」 

10.3 33.3 44.3 12.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

①よくしている

②ときどきしている

③あまりしていない

④全くしていない

本校 43.6%  全国の 58.5% に対して 14.9% の差があります。 

よくしている。ときどきしている。 

３ ５ 

課題となる問い 

ウ 正答率 本校 87.2% 

つりあう力を表した矢印 ア 

つり合う力の説明 キ 正答率 本校 13.9% 

生徒質問紙調査   

家庭学習に対する意欲や、家庭学習の取り組み方に

課題がみられます。 


